
め
、
市
の
利
子
助
成
分
を
補
正

予
算
と
し
て
今
議
会
に
提
案
し

て
い
る
。
ま
た
、
国
・
県
に

お
い
て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

型
機
械
、
施
設
等
の
導
入
を

進
め
る
補
助
事
業
等
も
推
進

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
活
用

し
た
支
援
を
行
う
。

問　

担
い
手
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
今
い
る
農
家
の
担
い

手
を
育
て
、
さ
ら
に
行
政
が

手
厚
く
指
導
し
て
い
く
の
が

一
番
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　
「
夢
・
う
き
う
き
未
来

塾
」
を
昨
年
開
校
し
、
認
定

農
業
者
の
方
々
、
若
手
を
中

心
に
30
人
ほ
ど
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
研
修
会
を
実
践
化
、

熊
本
県
内
で
成
功
し
て
い
る

方
々
を
講
師
と
し
て
招
い
て

行
っ
た
。
農
業
を
こ
れ
か
ら

担
っ
て
い
く
、
あ
る
い
は
農

業
を
育
て
て
い
く
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
て
い
か
な
い
限
り
は

産
地
は
起
こ
っ
て
こ
な
い
と

思
う
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
こ
れ
か
ら
も
力
を
入
れ
て

い
く
。

問　

上
水
道
の
使
用
量
減
と

地
下
水
の
塩
水
化
防
止
に
つ

な
が
る
、
雨
水
の
溜
め
枡
と
浸

透
枡
の
設
置
を
普
及
し
た
ら

ど
う
か
。
ま
た
、
油
に
頼
ら
な

い
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、

二
酸
化
炭
素
の
発
生
の
な
い

太
陽
光
発
電
の
普
及
に
取
り

組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長　
下
水
道
の

供
用
開
始
地
区
で
使
用
し
な
く

な
っ
た
合
併
浄
化
槽
を
、
雨
水

貯
水
槽
や
浸
水
枡
の
普
及
を
図

る
こ
と
は
、
集
中
豪
雨
時
に
お

け
る
下
流
へ
の
流
量
を
抑
え
、

被
害
を
減
少
さ
せ
、
塩
水
化
防

止
の
た
め
水
資
源
の
確
保
が
必

要
不
可
決
で
あ
り
、
市
民
に
呼

び
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料

に
は
限
界
が
あ
り
、
太
陽
光
発

電
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

環
境
都
市
宇
城
市
宣
言

を
し
て
、
環
境
都
市
を
目
指
す

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

第
4
回
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
き
、
市
民
の
方
々

の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
ら

宣
言
を
し
た
い
。

問　
平
成
20
年
2
月
19
日
の
、

焼
却
灰
飛
散
事
故
の
連
絡
は

い
つ
だ
っ
た
の
か
。
対
応
は

ど
う
し
た
か
。
事
故
防
止
対

策
の
申
入
れ
は
し
た
か
。

市
民
環
境
部
長　
事
故
連
絡

は
、
17
日
後
の
3
月
7
日
に
市

民
環
境
部
に
連
絡
が
あ
っ
た
。

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
事
故
の
再
発
防
止
に
万
全

を
尽
く
す
。
周
辺
住
民
の
環
境

に
対
す
る
不
安
は
、
広
域
連
合

担
当
者
会
議
で
防
止
策
に
つ
い

て
改
善
を
要
求
し
て
い
く
。

問　

交
差
点
改
良
が
県
で
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
県
と
は

十
分
協
議
を
さ
れ
て
、
浸
水

対
策
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

原
因
の
一
つ
で
あ
る
東
側
の

13　
ha
の
土
地
に
企
業
誘
致
を

し
て
基
本
解
決
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
。

土
木
部
長　

国
道
2
1
8
号

松
橋
イ
ン
タ
ー
線
、
中
小
野

浦
川
内
線
の
交
差
点
、
通
称

萩
尾
交
差
点
の
改
良
は
、
平

成
19
年
か
ら
施
工
し
て
お
り
、

排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ

の
中
で
県
と
協
議
し
、
検
討

し
て
い
く
。

企
画
部
長　

松
橋
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
近
く
に
あ
り
、

13　
ha
の
ま
と
ま
っ
た
用
地
で

あ
り
、
県
の
企
業
立
地
課
と

連
絡
を
取
り
、
可
能
性
を
探

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

支
所
機
能
は
直
接
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
最
前
線
で
あ
り
、

多
様
化
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
な
い
よ
う
に
最
大
限
の

配
慮
を
図
る
必
要
性
が
あ
る

と
思
う
が
、
支
所
再
編
計
画

を
見
直
し
検
討
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

市
長　
部
分
的
に
は
見
直
し
も

必
要
と
考
え
て
お
り
、
市
民
と

行
政
と
の
信
頼
関
係
を
よ
り
深

め
、
事
務
の
迅
速
化
を
図
る
と

と
も
に
地
域
住
民
と
の
密
着
し

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り

組
ん
で
参
る
。

問　

市
職
員
の
災
害
時
に
お

け
る
、
市
民
へ
の
対
応
は
万

全
な
の
か
。

総
務
部
長　

研
修
や
防
災
訓

練
を
積
み
重
ね
、
職
員
の
防

災
意
識
の
向
上
を
図
り
、
災

害
対
策
を
重
点
事
項
と
し
て

万
全
の
体
制
で
臨
み
た
い
。

予
測
不
能
な
自
然
災
害
へ
の

対
策
を
強
化
し
、
市
民
の
皆

様
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
。

問　

平
成
18
年
11
月
に
、
22

年
度
に
は
不
知
火
支
所
を
な

く
す
組
織
再
編
成
が
示
さ
れ

た
。
計
画
を
知
り
、
区
長

会
、
民
生
委
員
の
方
々
な
ど

市
長
に
対
し
て
総
合
窓
口
業

務
の
存
続
を
求
め
た
。
市
長

は
、
19
年
度
、
20
年
度
の
利

用
状
況
を
見
て
判
断
す
る
と

住
民
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

本
庁
、
各
支
所
の
戸
籍
、
住

民
票
、
印
鑑
証
明
、
諸
証
明

の
取
扱
件
数
の
18
年
度
、
19

年
度
の
対
比
を
調
べ
た
。
本

庁
20
％
増
、
豊
野
支
所
8
%

減
、
三
角
支
所
12
％
減
、
小

川
支
所
22
％
減
、
不
知
火
支

所
12
％
減
の
結
果
が
出
て
い

る
。
判
断
す
る
時
期
が
来
て

い
る
と
思
う
が
、
『
存
続
を

強
く
要
望
』
し
、
答
弁
を
求

め
る
。

市
長　

不
知
火
支
所
の
組
織

機
構
は
各
種
申
請
等
を
一
括
し

て
取
り
扱
う
総
合
窓
口
課
一
課

体
制
と
し
て
、
充
実
を
図
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
不
知
火

支
所
の
存
続
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
か
ら
、
存
続
を
強
く
要

望
す
る
声
が
根
強
く
『
不
知
火

支
所
の
今
後
の
方
針
』と
し
て
、

緊
急
時
の
対
応
や
高
齢
者
の
利

便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
総
合

窓
口
課
の
適
正
規
模
を
考
え
て

い
る
。

問　

昨
年
3
月
の
議
会
で
、

私
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
小
学
校
3
年
生
ま
で
の
拡

大
を
問
う
た
。〝
市
長
〞
改
め

て
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の

拡
大
が
必
要
と
思
う
が
、
答

弁
を
求
め
る
。

市
長　

本
年
度
予
算
編
成
に

お
い
て
、
就
学
前
に
プ
ラ
ス

し
て
、
小
学
生
に
対
し
、
医

療
費
の
助
成
制
度
を
ど
の
程

度
で
き
る
か
を
踏
ま
え
て
、

措
置
を
し
た
い
。
や
る
と
い

う
こ
と
は
約
束
で
き
る
。

問　

老
朽
化
し
狭
い
出
村
橋

は
、
橋
の
架
替
え
、
ま
た
は

歩
道
の
設
置
と
い
う
こ
と
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

非
常
に
緊
急
的
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
橋

だ
と
思
っ
て
い
る
。
優
先
順

位
の
非
常
に
高
い
と
こ
ろ
で
、

基
本
的
に
は
き
ち
ん
と
架
け

替
え
る
と
い
う
方
針
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　

旧
町
時
代
か
ら
陳
情
、

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
川

尻
出
村
間
の
通
学
道
路
の
排

水
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

土
木
部
長　

本
年
度
の
予
算

に
排
水
整
備
の
調
査
費
を
計

上
し
て
い
る
。
そ
の
箇
所
に

つ
い
て
は
近
々
調
査
に
入
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
調
査
結
果
を
検
証
し
道

路
冠
水
解
消
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　

川
尻
住
吉
間
の
歩
道
の

設
置
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

土
木
部
長　

宇
城
市
全
体
を

対
象
に
し
た
通
学
路
の
点
検
を

実
施
す
る
。
歩
車
道
設
置
の
整

備
計
画
を
策
定
し
、
教
育
委
員

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児

童
生
徒
の
安
心
・
安
全
な
通
学

路
の
整
備
を
目
的
に
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

松
橋
、
小
川
、
八
枚
戸

地
区
の
農
業
用
水
問
題
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

経
済
部
長　

農
業
用
水
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
県
あ
る
い

は
農
政
局
な
ど
の
実
態
調
査

を
踏
ま
え
、
県
振
興
局
や
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
構

成
す
る
塩
水
化
対
策
検
討
委

員
会
で
協
議
を
し
て
い
く
。

そ
の
調
査
結
果
に
よ
り
関
係

機
関
と
十
分
協
議
を
し
て
、

単
県
事
業
や
補
助
事
業
な
ど

実
施
で
き
る
方
法
を
地
元
関

係
者
と
と
も
に
検
討
し
て
い

く
。

問　

今
日
の
原
油
高
騰
で
農

業
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
原
油
高
騰
対

策
に
市
が
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

経
済
部
長　

県
が
、
飼
料
や

燃
料
価
格
の
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
農
業
者
な
ど
が
経
営
改

善
を
図
れ
る
よ
う
低
利
運
転
資

金
を
融
資
す
る
「
飼
料
・
燃
料

価
格
高
騰
緊
急
対
策
資
金
」
を

創
設
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
た
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一般質問
乳
幼
児
医
療
費
助
成
、
対
象
年

齢
拡
大
の
可
能
性
に
つ
い
て

河
野 

一
郎 

議
員

不
知
火
支
所
の
存
続
に
つ
い
て

存続の方針が決まった不知火支所

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

架替え、歩道設置が望まれる出村橋宇城クリーンセンター

●
サ
ッ
カ
ア
カ
デ
ミ
ー
に

　
つ
い
て

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）、
観
音
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
稲

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
連
携
し
た
利

活
用
に
つ
い
て

永
木 

伸
一 

議
員

通
学
路
の
点
検
に
つ
い
て

西
村  

智 

議
員

エ
コ
環
境
都
市
宇
城
市
づ
く
り

に
つ
い
て

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
灰
飛

散
に
つ
い
て

萩
尾
四
ツ
角
浸
水
対
策
に
つ
い

て

橋
田  

章 

議
員

●
支
所
機
能
に
つ
い
て

21
・
22
年
度
の
支
所
の
再
編
計

画
に
つ
い
て

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
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